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【補助事業概要の広報資料】 
 
補助事業番号 24-2-145 

補 助 事 業 名 平成 24年度 幸せに暮らせる福祉社会を作る活動 補助事業 

補助事業者名 一般社団法人日本いのちの電話連盟 

 
 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

全国のいのちの電話相談員が一堂に会して行われる大会は、より良い聴き手とな 

るための研修を目的とする。今回は、東日本大震災から 1 年半がたち、苦難に出

会った人々に相談員がより深く耳を傾け、寄り添えるように共に学ぶ場、また全

国の相談員が絆を確かめる場とする。 

（２）実施内容 

第 30回いのちの電話相談員全国研修会 

日時：平成 24年 10 月 12 日（金）～14日（日） 

会場：札幌パークホテル・パークホール、北星学園大学  

テーマ：「支えあう、いのちといのち－震災から 1年半」 

参加者数：693 名 

1 日目 基調講演 

「震災後を生きる〜震災から 1年半 

いま私たちに出来ることは」 

講師：齋藤 環氏 

（爽風会佐々木病院診察部長） 
 

 
 

 
 
 

被災した心を支援するために 

⦿  最大の危機は「忘れられること」 

⦿  最大の支援は「忘れないこと」 

⦿  忘れないために「語り合うこと」 
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D-3「プレイバックシアターで傾聴、 

共感、受容を体験する」 
 

 
 
 

D-4「つながろう、全国の仲間たち」 

 
 

 
 

シンポジウム全景 左からコーディネーター、

コメンテーター、報告者 
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２ 予想される事業実施効果 

東日本大震災から時間の経過とともに世間の関心が薄れていく風潮の中、今回の 

基調講演とシンポジウムを通して、東日本大震災という未曽有の出来事を忘れる 

ことなく、被災者支援に向けての取り組みを再確認できたことは、今後の電話相 

談に反映されるものと思われる。また、分科会では、相談員が抱えている問題を 

提示し合い、いのちの電話の共通理解を改めて確認できたことで今後の活動に新 

たなエネルギーが得られ、相談電話を受ける際に大きな支えとなるであろう。 

 
 

３ 本事業により作成した印刷物等 

案内書 1,300 部 

A2 ポスター 150 部 

封筒角 2号 1,000 枚 

大会要綱 1,000 部 

大会報告書 1,000 部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会報告書表紙と裏表紙 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般社団法人日本いのちの電話連盟 

（イッパンシャダンホウジンイノチノデンワレンメイ） 

住 所： 〒102-0071 東京都千代田区富士見１‐２‐３２ 

代 表 者： 理事長 樋口和彦（リジチョウ ヒグチカズヒコ） 

担 当 部 署： 事務局（ジムキョク） 

担 当 者 名： 事務局長 岡本正子（ジムキョクチョウ オカモトマサコ） 

電 話 番 号： 03-3263-6165 
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F A X： 03-3511-7508 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.find-j.jp/ 

http://www.find-j.jp/

